
奈良県中学校教育課程研究集会

国語部会

平成28年7月29日

奈良県立教育研究所



〈本日の内容〉

１．奈良県学力・学習状況調査結果

２．学習指導要領改訂の方向性

３．単元構想について

４．読書指導、漢字指導について



奈良県教育委員会

奈良県学力･学習状況調査

平成２８年４⽉１９⽇（⽕）
○学⼒調査（国語・数学）
○生徒質問紙調査
○教員質問紙調査
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奈良県学力奈良県学力奈良県学力奈良県学力････学習状況調査学習状況調査学習状況調査学習状況調査

中学校１年 正答率度数分布

平均正答率
６６.９％
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中学校中学校中学校中学校１１１１年年年年 平均正答率平均正答率平均正答率平均正答率とととと無解答率無解答率無解答率無解答率

奈良県学力奈良県学力奈良県学力奈良県学力････学習状況調査学習状況調査学習状況調査学習状況調査
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奈良県学力奈良県学力奈良県学力奈良県学力････学習状況調査学習状況調査学習状況調査学習状況調査

中学校１年の結果から

文法（ ３ (1) ）

・修飾語について理解している・・・・・・・33.7％

※小学校学習指導要領 第３学年及び第４学年

「修飾と被修飾の関係など、文の構成について初歩的な

理解をもつこと。」

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 イ(ｷ)〕



奈良県学力奈良県学力奈良県学力奈良県学力････学習状況調査学習状況調査学習状況調査学習状況調査

33.7%

46.5%



奈良県学力奈良県学力奈良県学力奈良県学力････学習状況調査学習状況調査学習状況調査学習状況調査

中学校１年
国語
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奈良県学力奈良県学力奈良県学力奈良県学力････学習状況調査学習状況調査学習状況調査学習状況調査

中学校１年の結果から

「書くこと」（ ７ ）

・指定された文字数で書く・・・・・・・・54.5％

・三段落構成で文章を書く・・・・・・・・55.2％

・自分の立場を明確にして書く・・・・・・81.5％

・自分がとった立場の理由を書く・・・・・49.5％

・文章の内容に沿ったまとめを書く・・・・62.8％



奈良県学力奈良県学力奈良県学力奈良県学力････学習状況調査学習状況調査学習状況調査学習状況調査



奈良県教育委員会

奈良県学力奈良県学力奈良県学力奈良県学力････学習状況調査学習状況調査学習状況調査学習状況調査（（（（生徒質問紙調査生徒質問紙調査生徒質問紙調査生徒質問紙調査））））

〈〈〈〈肯定的肯定的肯定的肯定的なななな回答回答回答回答ほどほどほどほど、、、、平均正答率平均正答率平均正答率平均正答率がががが高高高高いものいものいものいもの〉〉〉〉
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家で、学校の授業の復習をしていますか家で、学校の授業の復習をしていますか家で、学校の授業の復習をしていますか家で、学校の授業の復習をしていますか

下のグラフにおいて、「家で復習をしている」と答え

た生徒ほど平均正答率が高く、「復習をしていない」と

答えた生徒ほど平均正答率が低い。

質問に対する回答結果と平均正答率との間に、このよ

うな関係が見られるものを紹介する。

１ している

２ どちらかといえば

している
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４ していない
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奈良県学力奈良県学力奈良県学力奈良県学力････学習状況調査学習状況調査学習状況調査学習状況調査（（（（生徒質問紙調査生徒質問紙調査生徒質問紙調査生徒質問紙調査））））

○家庭学習状況

・家で、自分で計画を立てて勉強をしている。

・家で、学校の授業の復習をしている。

・疑問に思ったことは自分で調べてみようと

思う。

○自尊感情

・ものごとを最後までやり遂げて、うれしかっ

たことがある。

・自分は、先生から認められていると思う。

・自分には、よいところがあると思う。

〈〈〈〈肯定的肯定的肯定的肯定的なななな回答回答回答回答ほどほどほどほど、、、、平均正答率平均正答率平均正答率平均正答率がががが高高高高いものいものいものいもの〉〉〉〉①①①①



奈良県教育委員会

奈良県学力奈良県学力奈良県学力奈良県学力････学習状況調査学習状況調査学習状況調査学習状況調査（（（（生徒質問紙調査生徒質問紙調査生徒質問紙調査生徒質問紙調査））））

〇規範意識

・学校の規則を守っている。

・友達との約束を守っている。

・学校では、先生に挨拶をしている。

○社会に対する興味・関心

・地域や社会で起こっている問題や出来事に

関心がある。

・テレビのニュース番組やインターネットの

ニュースを見ている。

・家庭で、地域や社会で起こっている問題や

出来事を話題にしている。

〈〈〈〈肯定的肯定的肯定的肯定的なななな回答回答回答回答ほどほどほどほど、、、、平均正答率平均正答率平均正答率平均正答率がががが高高高高いものいものいものいもの〉〉〉〉②②②②
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奈良県学力奈良県学力奈良県学力奈良県学力････学習状況調査学習状況調査学習状況調査学習状況調査（（（（生徒質問紙調査生徒質問紙調査生徒質問紙調査生徒質問紙調査））））

○授業において

・小学校では、自分の考えを発表する機会が与

えられていたと思う。

・小学校では、授業のはじめに目標（めあて、

ねらい）が示されていたと思う。

・小学校では、授業の最後に学習内容を振り返

る活動をよく行っていたと思う。

〈〈〈〈肯定的肯定的肯定的肯定的なななな回答回答回答回答ほどほどほどほど、、、、平均正答率平均正答率平均正答率平均正答率がががが高高高高いものいものいものいもの〉〉〉〉③③③③
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奈良県学力奈良県学力奈良県学力奈良県学力････学習状況調査学習状況調査学習状況調査学習状況調査（（（（生徒質問紙調査生徒質問紙調査生徒質問紙調査生徒質問紙調査））））

61.8 28.8 6.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

県 11.4 13.0 18.8 56.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

県

○ 学校に行くのは楽しいですか。 ○ 学校に行けない、または、行きた

くないと思うことがありますか。

９０９０９０９０.６６６６％％％％ ２４２４２４２４.４４４４％％％％
９９９９.４４４４％％％％

※設問１～10のうち、１～６は、「思う」、「どちらかといえば思う」と回答した生徒の割合の合計７～１０は、「どちらかいえば思わない」、「思わない」と回答した生徒の割合の合計 を表す。

生徒質問紙調査（県平均）

グラフの数値が高いほど、好ましい状況グラフの数値が高いほど、好ましい状況グラフの数値が高いほど、好ましい状況グラフの数値が高いほど、好ましい状況
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奈良県学力奈良県学力奈良県学力奈良県学力････学習状況調査学習状況調査学習状況調査学習状況調査（（（（教員質問紙調査教員質問紙調査教員質問紙調査教員質問紙調査））））

69.7 27.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

県

○ 生徒に学校や地域で挨拶をするよう指導していますか。

９６９６９６９６.９９９９％％％％

○ 学校では、生徒のよいところを見付け、褒めていますか。

63.7 34.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

県

９８９８９８９８.４４４４％％％％
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教科総計教科総計教科総計教科総計

授業のはじめに目標を示していますか

示している どちらかといえば、示している どちらかといえば、示していない 示していない

奈良県学力奈良県学力奈良県学力奈良県学力････学習状況調査学習状況調査学習状況調査学習状況調査（（（（教員質問紙調査教員質問紙調査教員質問紙調査教員質問紙調査））））

８８.０％

９３.４％
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授業の最後に学習内容を振り返る活動を行っていますか授業の最後に学習内容を振り返る活動を行っていますか授業の最後に学習内容を振り返る活動を行っていますか授業の最後に学習内容を振り返る活動を行っていますか

行っている どちらかといえば、行っている どちらかといえば、行っていない 行っていない

奈良県学力奈良県学力奈良県学力奈良県学力････学習状況調査学習状況調査学習状況調査学習状況調査（（（（教員質問紙調査教員質問紙調査教員質問紙調査教員質問紙調査））））

７５.５％

８０.２％
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奈良県学力奈良県学力奈良県学力奈良県学力････学習状況調査学習状況調査学習状況調査学習状況調査（（（（教員質問紙調査教員質問紙調査教員質問紙調査教員質問紙調査））））

32.1 49.4 15.4 2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

県

○ 学校全体の学力傾向や課題について、

他の職員と共有していますか。

奈良県学力奈良県学力奈良県学力奈良県学力・・・・学習状況調査学習状況調査学習状況調査学習状況調査、、、、全国学力全国学力全国学力全国学力・・・・学習状況調査学習状況調査学習状況調査学習状況調査

自校自校自校自校のののの生徒生徒生徒生徒のののの実態実態実態実態をををを共有共有共有共有

教職員教職員教職員教職員のののの一致一致一致一致したしたしたした指導指導指導指導

８１.５％
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Web評価支援システムについて

調査結果の返却の際に、

各学校ごとのIDが配布さ

れています。Webページ

から、それぞれの学校内

の分析結果等を見ること

ができます。

分析結果を、今後の指導

改善に御活用ください。



奈良県教育委員会

ＷＷＷＷebebebeb評価支援システムに評価支援システムに評価支援システムに評価支援システムについてついてついてついて

Ｗeb評価支援システム

解答パターンを分析し、解答パターンを分析し、解答パターンを分析し、解答パターンを分析し、

実際の答案で確認できる。実際の答案で確認できる。実際の答案で確認できる。実際の答案で確認できる。
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学校全体、学年全体のデータ共有ができる。学校全体、学年全体のデータ共有ができる。学校全体、学年全体のデータ共有ができる。学校全体、学年全体のデータ共有ができる。

ＷＷＷＷebebebeb評価支援システムに評価支援システムに評価支援システムに評価支援システムについてついてついてついて
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ＷＷＷＷebebebeb評価支援システムに評価支援システムに評価支援システムに評価支援システムについてついてついてついて

さまざまな視点、カテゴリーごとのさまざまな視点、カテゴリーごとのさまざまな視点、カテゴリーごとのさまざまな視点、カテゴリーごとの

結果を、スムーズに把握できる。結果を、スムーズに把握できる。結果を、スムーズに把握できる。結果を、スムーズに把握できる。

※ただし、「分析レポート」の提供など、

一部機能については有料になります。

利用については、各市町村教育委員会

と相談の上、ご利用ください。



２．学習指導要領改訂の方向性





奈良県教育委員会

初等中等教育初等中等教育初等中等教育初等中等教育におけるにおけるにおけるにおける教育課程教育課程教育課程教育課程のののの基準等基準等基準等基準等のののの

在在在在りりりり方方方方についてについてについてについて（（（（諮問諮問諮問諮問））））

平成平成平成平成26年年年年11月月月月20日日日日 文部科学大臣文部科学大臣文部科学大臣文部科学大臣

（冒頭）

今今今今のののの子供子供子供子供たちやこれからたちやこれからたちやこれからたちやこれから誕生誕生誕生誕生するするするする子供子供子供子供たちがたちがたちがたちが、、、、

成人成人成人成人してしてしてして社会社会社会社会でででで活躍活躍活躍活躍するするするする頃頃頃頃にはにはにはには、、、、我我我我がががが国国国国はははは、、、、厳厳厳厳しししし

いいいい挑戦挑戦挑戦挑戦のののの時代時代時代時代をををを迎迎迎迎えているとえているとえているとえていると予想予想予想予想されますされますされますされます。。。。生産

年齢人口の減少、グローバル化の進展や絶え間な

い技術革新等により、社会構造や雇用環境は大き

く変化し、子供たちが就くことになる職業の在り

方についても、現在とは様変わりすることになる

だろうと指摘されています。・・・



「文部科学省 論点整理」で検索








